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こ
の
集
会
は
、
日
本
文
学
を
研
究
す

る
国
内
お
よ
び
海
外
の
研
究
者
の
交
流

を
深
め
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
我
が
国

の
文
学
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

昭
和
五
二
年
以
来
、
毎
年
十
一
月
に
開

催
し
て
き
た
。

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
を

館
外
か
ら
も
数
名
の
方
に
加
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
組
織
し
、
情
報
資
料
室
と
共

同
利
用
係
が
事
務
担
当
と
な
っ
て
協
力

し
、
今
秋
に
は
十
六
回
目
の
集
会
が
も

た
れ
る
。

今
回
は
当
館
設
立
二
十
周
年
の
記
念

行
事
の
一
環
と
し
て
、
例
年
よ
り
規
模

を
拡
大
し
た
集
会
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ

を
機
会
に
、
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

に
つ
い
て
、
若
干
の
紹
介
を
試
み
て
お

き
た
い
。 国

際
日
本
文
学
研
究
集
会
に
つ
い
て

情
報
資
料
室
武
井
協
三

集
会
で
は
毎
年
五
～
九
件
の
研
究
発

表
と
二
件
の
公
開
講
演
が
行
わ
れ
る
。

例
年
一
○
○
名
近
く
の
研
究
者
が
参
加

し
、
そ
の
お
よ
そ
三
分
の
一
が
外
国
人

の
日
本
文
学
研
究
者
と
い
う
の
が
、
他

の
国
文
学
関
係
の
学
会
に
は
み
ら
れ
な

い
、
こ
の
集
会
の
特
色
で
あ
る
。

こ
の
十
年
間
、
参
加
者
の
数
は
平
均

九
五
名
で
あ
る
。
最
大
は
記
念
集
会
と

し
て
規
模
を
拡
大
し
て
お
こ
な
っ
た
第

十
回
の
一
六
五
名
、
最
小
は
第
七
回
の

六
九
名
。
と
く
に
大
き
な
国
文
学
関
係

学
会
と
日
が
重
な
っ
た
年
は
、
参
加
者

が
減
少
し
た
よ
う
で
あ
る
。

海
外
か
ら
の
参
加
者
（
来
日
中
の
留

学
生
な
ど
を
ふ
く
む
）
の
平
均
は
三
一

名
、
そ
の
う
ち
三
分
の
一
が
、
韓
国
や

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
か

…

次一一目ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
第
六
回
か
ら

第
十
回
ま
で
の
外
国
人
中
、
ア
ジ
ア
か

ら
の
参
加
者
の
占
め
る
割
合
は
”
％
で

あ
っ
た
の
が
、
第
十
一
回
か
ら
十
五
回

で
は
㈹
％
に
激
増
し
て
い
る
。
こ
の
傾

向
は
、
研
究
発
表
応
募
者
に
も
み
ら
れ
、

最
近
二
回
の
集
会
の
発
表
者
は
、
ア
ジ

ア
人
の
数
が
、
日
本
人
と
欧
米
人
を
合

わ
せ
た
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

ま
た
研
究
発
表
応
募
の
時
代
ジ
ャ
ン

ル
は
、
近
代
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
が

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
語
学
習

の
難
し
さ
、
と
く
に
日
本
語
古
文
の
習

得
の
困
難
さ
と
関
連
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

日
本
文
学
の
研
究
は
他
の
学
問
ジ
ャ

ン
ル
と
異
な
り
、
日
本
語
そ
の
も
の
を

扱
う
学
問
で
あ
る
た
め
、
日
本
語
を
母

国
語
と
し
な
い
外
国
人
に
と
っ
て
は
、

極
端
に
困
難
な
研
究
ジ
ャ
ン
ル
と
い
え

よ
う
。
こ
れ
が
外
国
人
の
日
本
文
学
研

究
の
院
路
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
否

定
し
得
な
い
事
実
で
あ
る
。
医
学
や
工

学
を
学
ぶ
た
め
の
日
本
語
と
は
比
較
に

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
に
つ
い
て
…
武
井
協
三

お
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せ
…
…
．
．
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…
…
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・
…
…
…
…
…

第
十
六
回
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文
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研
究
集
会
．
．
…
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・
・
…

文
献
資
料
部
事
業
報
告
…
…
…
…
松
野
陽
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研
究
情
報
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事
業
報
告
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な
ら
な
い
、
あ
る
意
味
で
は
一
般
の
日

本
人
以
上
の
日
本
語
の
能
力
が
日
本
文

学
研
究
者
に
は
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
日
本
文
学
を
研
究
し
よ

う
と
す
る
留
学
生
の
、
来
日
後
の
日
本

語
教
育
の
あ
り
か
た
は
、
他
ジ
ャ
ン
ル

の
留
学
生
の
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

諸
外
国
で
は
日
本
文
学
の
研
究
が
隆
盛

の
方
向
に
あ
る
。
外
国
人
の
日
本
文
学

研
究
者
が
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
戦
後
す

ぐ
の
時
代
か
ら
み
る
と
、
そ
の
数
は
飛

躍
的
に
増
大
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
く
に
近
年
は
、
韓
国
・
中
国
を
は
じ

め
と
す
る
欧
米
以
外
の
国
々
で
の
、
日

本
文
学
研
究
者
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
経
済
大
国
日

本
」
へ
の
注
目
か
ら
の
、
日
本
語
習
得

熱
を
背
景
と
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
今
後
も
こ
の
方
向
は
継
続
す
る
も

の
と
予
測
さ
れ
る
。

ま
た
近
年
の
集
会
の
特
色
と
し
て
、

若
い
研
究
者
の
参
加
が
増
え
て
き
て
い
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る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
各
地
の
大
学
院
で

日
本
文
学
を
学
ぶ
留
学
生
た
ち
の
、
交
流
の

場
と
し
て
も
、
こ
の
集
会
は
、
貴
重
な
機
会

を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
彼
ら
に
と

っ
て
は
、
自
分
と
同
じ
立
場
で
同
じ
研
究
テ

ー
マ
に
取
り
組
む
仲
間
と
め
ぐ
り
あ
え
る
、

ほ
と
ん
ど
唯
一
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

指
導
教
授
以
外
の
研
究
者
の
意
見
を
聞
け
る

有
益
な
機
会
で
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
場
と

し
て
、
と
く
に
集
会
後
に
毎
年
行
っ
て
い
る

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
好
評
を
博
し
て
い
る
。

現
在
残
念
な
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
参
加

者
か
ら
会
費
を
徴
収
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況

が
あ
る
。
留
学
生
た
ち
に
と
っ
て
四
、
○
○

○
円
の
出
費
は
、
あ
る
い
は
参
加
を
た
め
ら

わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。

日
本
の
国
際
化
が
さ
け
ば
れ
て
か
ら
久
し
い
。

わ
れ
わ
れ
は
留
学
生
の
、
日
本
文
化
を
学
ぼ

う
と
す
る
熱
意
を
、
真
筆
に
受
け
と
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
国
際
日
本
文
学
研

究
集
会
は
、
国
か
ら
の
正
規
の
予
算
が
、
ま

だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
集
会
こ
そ
、

国
文
学
の
分
野
に
お
け
る
国
際
化
の
窓
口
で

あ
る
と
自
負
し
て
い
る
の
だ
が
、
関
係
機
関

の
充
分
な
理
解
が
、
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い

の
は
、
残
念
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

外
国
人
研
究
者
に
よ
る
日
本
文
学
研
究
に

は
、
た
し
か
に
言
葉
の
問
題
が
陸
路
に
な
る

が
、
そ
こ
を
の
り
超
え
た
研
究
に
は
、
日
本

人
に
見
ら
れ
な
い
新
鮮
な
視
点
が
存
し
瞳
目

ー

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
日
本
人
に

よ
る
国
文
学
研
究
が
、
世
界
の
文
学
研
究
の

中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
考
え
る

こ
と
も
、
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

ざ
ら
に
、
近
年
の
日
本
人
の
海
外
在
住
者

の
増
加
に
と
も
な
い
、
日
本
人
の
国
文
学
研

究
者
が
海
外
で
育
っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
も
、

新
た
な
も
の
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

こ
う
い
っ
た
点
に
鑑
み
、
本
研
究
集
会
は

よ
り
一
層
の
充
実
を
計
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。

今
秋
の
二
十
周
年
記
念
集
会
で
は
、
従
来

の
研
究
発
表
と
公
開
講
演
に
加
え
、
海
外
か

ら
招
待
し
た
外
国
人
研
究
者
を
交
え
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は
「
近

代
化
の
中
の
日
本
文
学
」
で
、
招
待
研
究
者

の
公
開
講
演
や
研
究
発
表
も
こ
の
テ
ー
マ
と

関
連
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

日
本
文
学
に
お
け
る
近
代
化
の
問
題
は
、

す
で
に
多
く
の
論
が
つ
く
さ
れ
て
い
る
が
、

外
国
人
研
究
者
か
ら
の
新
た
な
視
点
の
提
出

が
期
待
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
日
本
人
研
究

者
が
発
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題

に
今
ま
で
に
な
い
切
り
口
が
開
け
る
か
も
し

れ
な
い
と
、
・
期
待
し
て
い
る
。

詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
の
頁
の
と
お
り
、

当
日
の
受
け
付
け
も
可
能
な
の
で
、
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

お
知
ら
せ

○
創
立
二
十
周
年
記
念
特
別
展
示

十
一
月
二
日
（
月
）
～
十
四
日
〈
土
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

（
日
曜
、
祭
日
、
十
一
月
六
日
（
金
）
は
休
館
）

於
・
当
館
展
示
室

当
館
の
所
蔵
す
る
奈
良
絵
本
、
錦
絵
等
の
貴
重
書
を
中

心
に
展
示

○
一
般
公
開

↑
十
一
月
七
日
（
土
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

於
・
当
館
閲
覧
室

当
館
の
事
業
概
要
を
展
示
な
ど
に
よ
り
紹
介

○
創
立
二
十
周
年
記
念
第
十
六
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

十
一
月
十
二
日
（
木
）
～
十
四
日
（
土
〉

於
・
当
館
大
会
議
室

・
十
一
月
十
二
日
（
木
）

午
後
研
究
発
表

・
十
一
月
十
三
日
（
金
）

午
前
研
究
発
表

午
後
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
近
代
化
の
中
の
日
本
文
学

・
十
一
月
十
四
日
（
土
）

午
後
公
開
講
演

※
休
館
日
（
閲
覧
業
務
を
行
わ
な
い
且

十
一
月
六
日
（
金
）
は
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
の
で
、
臨

時
休
館
と
し
ま
す
。

ｰ

６
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謡郵籠蕊第'6回 国際日本文学研究集
16thlnternationalConferenceonJapaneseLiteratureinJapan

とき：平成4年llﾉ112日（木）～14日(土）ところ：国文学研究資料館

今
云

11月12日（木）

参加者登録（受付)12:50~
開会13：20～

あいさつ 小山弘志（国文学研究資料館長）

研究発表(座長山下宏明）

○戯作における開帳の見立物研究崔京国（東京大学大学院）

○人と名EmmanuelLOZERAND(早稲田大学大学院）
－鴎外の歴史4説と史伝における人名について一

○「沈黙の塔」前後の森鴎外劉岸偉（札幌大学助教授）
一周氏兄弟の目を通して－

体憩

研究発表（座長芳賀徹)15:30~

○福沢諭吉とレオン・ド・ロニー 谷口巌（愛知教育大学教授）
－｢植てみよ花のそた、ぬ里はなし……｣考一

○幸田露伴論潟沼誠二（北海道教育大学教授）
－「露団々」と十九枇紀英国文学一

○幸田露伴と近代栗田香子（ポモナ大学助教授）
－｢一刹州から｢弓矢の家lへの三角関係の推移一一

…

11月13日（金）

研究発表(座長粂川光樹)10:30~

○モダニズムとしての私小説中川成美（同志社女子大学助教授）
－「仮装人物』の言説をめぐって一

○中西伊之助と朝鮮文壇呉皇禅（明治大学大学院）
－朝鮮プロレタリア芸術I可盟の結成と関連して一

○津島佑子と山姥AmyCHRISTIANSEN(名古屋大学大学院）
体憩

シンポジウム13:30~
テーマ「近代化の中の日本文学」
パネリスト鹿野政直（早稲田大学教授）

JohnWhittierTREAT(ワシントン大学準教授）

亀井秀雄（北海道大学教授）

Jean.JacquesORIGAS(ﾌﾗﾝｽ邸陳i濤紋価額i雑）
コメンテーター尹相仁（漢陽大学卑任講師）

WilliamJeffersonTYLER(オハイオ州立大学雌教授）

lrmelaHIJIYA-KIRSCHNEREIT(ベルリン自li1大学教授）
司会平岡敏夫（群馬県立女子大学長）
レセプション17：00～

ー

11月14日（土）

公開講演

○文学の「近代化」とジャンル地図
一明治初期文学史の構造一

13:20~

Wol{gangSCHAMONI(ハイデルベルク大学教授）

体 舌自
J里、

○漂泊者萩原朔太郎 MikolajMELANOWICZ(ワルシャワ大学教授）
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平
成
四
年
度
は
第
一
回
の
収
集
計
画

委
員
会
を
五
月
十
九
日
に
開
き
、
そ
の

結
果
に
基
い
て
調
査
員
会
議
（
総
会
）

は
六
月
二
日
に
開
催
、
調
査
・
収
集
に

関
す
る
具
体
的
な
打
合
せ
を
行
な
っ
た
。

江
本
裕
客
貝
教
授
の
講
演
「
西
鶴
遺
稿

集
に
つ
い
て
」
が
あ
り
、
有
志
に
よ
る

懇
親
会
に
も
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き

盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

本
年
度
は
昨
年
に
続
い
て
調
査
個
所

が
百
ヶ
所
を
突
破
、
予
算
の
伸
び
は
な

い
の
で
や
り
く
り
が
苦
し
い
が
、
夏
休

み
以
降
調
査
員
の
方
々
の
活
動
は
全
国

に
わ
た
っ
て
本
格
化
し
、
そ
の
成
果
で

あ
る
調
査
カ
ー
ド
は
次
々
に
集
り
つ
つ

あ
る
。
感
謝
し
た
い
。

平
成
三
年
度
国
文
学
文
献
資
料
鯛
査
・

収
集
の
概
況一
、
調
査

平
成
三
年
度
は
、
本
年
三
月
末
ま
で

に
左
の
一
○
一
箇
所
〈
予
備
調
査
Ⅱ
＊

印
を
含
む
）
の
所
蔵
資
料
計
九
、
三
五

五
点
を
調
査
し
た
。

北
海
道
東
北
地
区
〈
順
不
同
、
敬
称
略
、

一
部
略
称
、
以
下
同
じ
）

文
献
資
料
部
事
業
報
告
松
野
陽
一

北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
（
北
駕
文

庫
）
・
函
館
市
立
函
館
図
書
館
・
伊
達

市
開
拓
記
念
館
・
弘
前
市
立
弘
前
図
書

館
・
岩
手
県
立
図
書
館
・
東
北
大
学
附

属
図
書
館
・
東
北
大
学
附
偶
図
書
館

（
狩
野
文
庫
）
・
仙
台
市
民
剛
書
館
・

仙
岳
院
・
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
・
昭

和
町
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
・
酒
田
市

立
光
丘
文
庫
・
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
・

初
瀬
川
文
庫

関
東
地
区

彰
考
館
・
茨
城
県
立
歴
史
館
・
筑
波
大

学
附
属
図
書
館
・
流
通
経
済
大
学
図
書

館
（
祭
魚
洞
文
庫
）
・
埼
玉
県
立
文
書

館
・
鬼
兄
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
・
東
泉

芸
術
大
学
附
属
図
書
館
（
脇
本
文
庫
）
・

宮
内
庁
書
陵
部
・
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
・
三
井
文
庫
・
東
京
大
学
国
文
学
研
究

室
・
東
洋
文
庫
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館

（
加
賀
文
庫
・
他
）
・
尊
経
閣
文
庫
・
川

崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
雲
英
末
雄

中
部
地
区

新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
佐
野
文

庫
）
・
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・

富
山
県
立
図
書
館
〈
中
島
文
庫
）
・
高

ー

岡
市
立
中
央
図
書
館
・
金
沢
大
学
附
属

図
書
館
・
加
賀
市
立
図
書
館
（
聖
藩
文

庫
）
・
石
川
県
立
図
書
館
〈
李
花
亭
文

庫
）
・
福
井
市
立
図
書
館
（
松
平
文

庫
）
・
山
梨
県
立
文
学
館
・
山
梨
県
立

図
書
館
（
甲
州
文
庫
）
・
上
田
市
立
図

書
館
（
花
月
文
庫
）
・
上
田
市
立
図
書

館
（
花
春
文
庫
）
・
小
諸
市
立
図
書

館
・
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
神
宮

皇
学
館
文
庫
）
・
名
古
屋
市
博
物
館
・

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
凶
書
館
・
愛
知
県

立
大
学
附
属
図
書
館
・
中
京
大
学
図
書

館
・
大
須
文
庫
・
西
尾
市
立
図
書
館

（
岩
瀬
文
庫
）
・
神
宮
文
庫
・
尾
鷲
市

立
中
央
公
民
館
郷
土
室

近
畿
地
区

正
教
蔵
文
庫
（
西
教
寺
）
・
夢
望
庵
文

庫
＊
・
園
部
町
教
育
委
員
会
（
小
出
文

庫
）
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
平
松

家
本
）
・
京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原
文

庫
）
・
立
命
館
大
学
図
書
館
・
陽
明
文

庫
・
蘆
庵
文
庫
・
智
恩
寺
・
住
吉
大

社
・
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
・
大

谷
女
子
大
学
図
書
館
＊
・
大
阪
天
満
宮

＊
・
大
和
文
華
館
・
高
野
山
大
学
図
書

館
・
温
泉
寺
・
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館

中
国
・
四
国
地
区

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
（
池
田
文

庫
）
・
広
島
市
立
中
央
図
書
館
（
小
田

文
庫
）
・
羽
中
山
八
幡
文
庫
・
光
藤
葆

ー

光
・
三
原
市
立
図
書
館
・
山
口
女
子
大

学
附
属
図
書
館
（
寺
内
文
庫
）
・
岩
国

徴
古
館
・
西
円
寺
・
萩
市
立
図
書
館
・

益
田
家
・
鎌
田
共
済
会
図
書
館
・
善
通

寺
・
大
洲
市
立
図
書
館
・
徳
島
県
立
図

書
館
（
森
文
庫
）
・
丈
六
寺
・
高
知
県

立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）

九
州
地
区

祐
徳
稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
）
・
長
崎

県
立
長
崎
図
書
館
・
島
原
図
書
館
（
松

平
文
庫
）
・
松
浦
史
料
博
物
館
・
熊
本

市
立
図
書
館
・
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書

館
・
鹿
児
島
県
立
図
書
館
・
鹿
児
島
大

学
附
属
図
書
館
・
沖
縄
県
立
図
書
館
・

石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館

海
外
パ
リ
国
立
図
書
館
＊
・
リ
ヨ
ン
市
立
図

書
館
・
リ
ヨ
ン
印
刷
銀
行
博
物
館
＊
・

ギ
メ
東
洋
美
術
館
日
本
館
＊
・
チ
ェ
ス

タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

二
、
収
集

本
年
三
月
末
ま
で
に
左
の
四
二
箇
所
の

所
蔵
資
料
計
五
、
五
七
六
点
を
収
集
し
た
。

北
海
道
東
北
地
区

北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
（
北
駕
文

庫
）
・
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
・
盛
岡

市
中
央
公
民
館
・
秋
田
県
立
秋
田
図
書

館
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
・
鶴
岡
市
郷

土
資
料
館
・
福
島
県
立
図
書
館
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関
東
地
区

矢
口
丹
波
記
念
文
庫
・
茨
城
県
立
歴
史

館
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
東
京
芸
術

大
学
附
属
図
書
館
・
宮
内
庁
書
陵
部
・

東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
加
賀
文
庫
・

他
）
・
尊
経
閣
文
庫
・
大
倉
精
神
文
化

研
究
所
・
雲
英
末
雄

中
部
地
区

金
沢
市
立
図
書
館
（
稼
堂
文
運
・
金
沢

市
立
図
書
館
（
藤
本
文
塵
・
福
井
市
立

図
書
館
（
松
平
文
庫
）
・
名
古
屋
市
蓬
左

文
庫
（
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
・
愛
知
県

立
大
学
附
属
図
書
館
（
古
俳
書
二
・
大

須
文
庫
・
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
・

新
城
市
教
育
委
員
会
（
牧
野
文
座
・
西

尾
市
立
図
書
館
（
岩
瀬
文
厘

近
畿
地
区

正
教
蔵
文
庫
・
夢
望
庵
文
庫
・
京
都
大

学
文
学
部
．
（
頴
原
文
庫
）
・
陽
明
文

庫
・
蘆
庵
文
庫
・
園
部
町
教
育
委
員
会

（
小
出
文
庫
）
・
大
和
文
華
館
・
大
阪

女
子
大
学
附
属
図
書
館
・
白
鹿
記
念
酒

造
博
物
館
・
温
泉
寺

中
国
四
国
地
区

岩
国
徴
古
館
・
益
田
家
・
香
川
某
家
・

高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）

九
州
地
区

熊
本
大
学
附
属
図
瞥
館
（
北
岡
文

庫
）
・
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館

海
外

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校

平
成
四
年
度
文
献
資
料
調
査
・
収
集
計
画

本
年
度
は
調
査
二
八
箇
所
（
海
外

を
含
む
）
二
、
八
○
○
点
、
収
集
六

二
箇
所
（
同
）
六
、
○
四
○
点
の
計
画

を
立
て
、
順
次
実
行
に
移
し
て
い
る
。

海
外
資
料
の
調
査
・
収
集

一
昨
年
か
ら
の
調
査
を
承
け
て
、
本

年
度
も
パ
リ
国
立
図
書
館
、
リ
ー
ル
市

立
図
書
館
ド
・
ロ
ニ
ー
旧
蔵
書
な
ど
在

仏
資
料
、
ま
た
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ

図
書
館
の
調
査
を
九
月
二
十
日
か
ら
十

七
日
間
、
松
野
、
小
峯
、
山
崎
、
鈴
木
、

深
沢
が
出
張
し
て
行
な
う
計
画
で
あ
る
。

収
集
は
右
の
諸
館
の
他
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

第
四
室
本
年
度
は
客
員
教
授
と
し
て
大
妻
女

子
大
学
文
学
部
の
江
本
裕
教
授
を
お
迎

え
し
た
。
近
世
小
説
類
の
調
査
・
収
集

の
ほ
か
、
昨
年
度
の
冨
士
教
授
に
引
き

続
い
て
、
特
定
研
究
の
書
誌
学
用
語
の

整
理
な
ど
に
御
助
力
、
御
指
導
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
併
任
助
教
授
は
、
前
期

は
金
沢
大
学
教
養
部
の
木
越
治
助
教
授
、

後
期
は
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
の
千
本

英
史
助
教
授
に
お
願
い
し
て
い
る
。

そ
の
他
地
区
会
議
は
、
近
畿
地
区
は
大
阪
市
、

ー

北
海
道
東
北
地
区
は
仙
台
市
で
、
そ
れ

ぞ
れ
十
一
月
中
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

特
定
研
究
「
古
典
籍
学
の
確
立
・
体

系
化
の
た
め
の
研
究
」
は
五
年
計
画
の

三
年
目
、
古
典
籍
学
用
語
集
の
作
成
作

業
を
中
心
と
し
、
奥
書
刊
記
集
成
な
ど

の
作
業
も
進
め
て
い
る
。
館
外
研
究
者
と

の
第
一
回
会
合
を
七
月
十
日
に
行
な
っ
た
。

三
月
三
十
一
日
付
で
竹
下
義
人
第
三

室
助
手
が
日
本
大
学
文
理
学
部
に
転
出
。

四
月
一
日
付
で
、
第
一
室
の
深
沢
眞

‐

二
助
手
が
第
三
室
に
転
じ
、
後
任
に
辻

本
裕
成
助
手
が
着
任
し
た
。
ま
た
、
長

年
に
わ
た
っ
て
当
部
を
支
え
て
く
れ
た

郷
古
千
幸
補
佐
員
が
退
職
、
新
た
に
宮

本
幸
子
さ
ん
を
迎
え
、
小
原
く
み
子
補

佐
員
と
二
人
で
世
話
に
当
る
。

な
お
、
調
査
研
究
報
告
第
一
三
号
は

三
月
三
十
一
日
付
で
編
集
刊
行
さ
れ
、

十
本
の
研
究
報
告
を
収
録
し
た
。

（
文
献
資
料
部
長
）
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平
成
三
年
度
は
、
前
年
度
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
室
新
設
と
、
こ
れ
に
伴
う
関
係

室
名
の
変
更
、
及
び
、
所
属
室
員
の
新

任
な
ど
が
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
四
室

体
制
で
運
営
さ
れ
た
。

情
報
資
料
室
室
長
武
井
協
三

情
報
分
析
室
室
長
中
村
康
夫

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
室
長
松
村
雄
二

情
報
処
理
室
室
長
安
永
尚
志

四
月
一
日
付
け
で
、
松
村
雄
二
教
授

（
共
立
女
子
短
期
大
学
文
科
）
と
、
中

村
康
夫
助
教
授
（
鳥
取
大
学
医
療
技
術

短
期
大
学
部
）
と
が
着
任
し
た
。
又
、

情
報
処
理
室
は
、
六
月
一
日
付
け
で
松

方
純
助
教
授
が
転
出
（
宇
宙
科
学
研
究

所
宇
宙
科
学
解
析
セ
ン
タ
ー
）
し
、
そ

の
後
任
と
し
て
、
九
月
一
日
付
け
で
原

正
一
郎
助
教
授
（
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

学
術
情
報
研
究
系
）
が
着
任
し
た
。

研
究
情
報
部
、
お
よ
び
各
室
の
研

究
・
業
務
の
担
当
は
、
従
来
の
通
り
で

あ
る
。

情
報
資
料
室

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
（
第
喝

回
）
を
十
一
月
八
、
九
日
に
開
催
、
八

十
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
成
功
裡
に
集

研
究
情
報
部
事
業
報
告

新
井
栄
蔵

会
を
終
え
た
。
こ
れ
と
平
行
し
当
年
度

は
二
十
周
年
記
念
第
十
六
回
国
際
日
本

文
学
研
究
集
会
の
準
備
を
進
め
た
。
開

催
さ
れ
た
四
回
の
委
員
会
で
は
、
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
例
年
の
研
究
発

表
、
公
開
講
演
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
加

え
る
こ
と
と
な
り
、
規
模
も
三
日
間
に

拡
大
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
海
外

よ
り
招
待
す
る
六
名
の
研
究
者
の
人
選

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
承
諾
の
返

事
を
得
た
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、
日
本
学

術
振
興
会
と
文
部
省
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
経
費
の
援
助
を
申
請
し
、
承
認

さ
れ
た
。
詳
細
は
第
三
頁
に
別
掲
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
さ
れ
た
い
。

新
聞
情
報
の
収
集
は
、
継
続
的
な
ア

ル
バ
イ
ト
要
員
の
確
保
が
難
し
く
、
作

業
の
遅
延
が
惹
起
、
次
年
度
の
夏
休
み

に
一
部
集
中
的
に
作
業
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
遅
れ
を
と
り
も
ど
す
こ
と
と

し
た
。館
報
は
例
年
ど
お
り
、
年
二
回
の
刊

行
を
終
え
た
。

情
報
分
析
室

情
報
分
析
室
の
業
務
で
あ
る
『
国
文

学
年
鑑
」
平
成
二
年
版
の
編
集
を
完
了

ｰ

し
、
予
定
通
り
平
成
四
年
三
月
末
に
刊

行
す
る
こ
と
を
得
た
。
昭
和
六
十
一
年

度
か
ら
「
国
文
学
年
鑑
」
（
昭
和
六
十

年
版
）
の
作
成
シ
ス
テ
ム
を
Ｃ
Ｔ
Ｓ

ヨ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ラ
イ
ズ
ド
・
タ
イ
プ

セ
ッ
テ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
）
に
移
行
し
、

従
来
の
方
法
を
全
面
的
に
改
変
し
た
た

め
、
そ
の
後
数
年
は
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
上
の
試
行
を
繰
り
返
し
刊
行
も
遅
れ

ぎ
み
で
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
努
力

の
甲
斐
あ
っ
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
は

ほ
ぼ
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
確
立
し
、

年
度
末
の
三
月
の
刊
行
が
可
能
に
な
っ

た
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

平
成
二
年
版
「
年
鑑
」
の
概
要
は
ほ

ぼ
次
の
通
り
で
あ
る
。

◇
雑
誌
・
紀
要
・
論
文
集

所
載
論
文
件
数
二
、
○
三
七
件

◇
新
聞
所
載
論
文
目
録
三
六
件

◇
特
集
号
一
覧
三
一
六
件

◇
学
会
一
覧
三
八
学
会

◇
学
会
研
究
発
表
一
覧
六
六
三
件

◇
新
指
定
文
化
財
目
録
一
六
件

◇
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
等

交
付
一
覧
二
五
七
件

◇
受
賞
一
覧
六
五
件

◇
計
報
三
七
件

◇
単
行
本
目
録
一
、
七
二
六
件

◇
収
載
雑
誌
紀
要
一
覧
九
三
○
件

◇
翻
刻
・
複
製
一
覧
一
、
○
八
五
件

◇
執
筆
者
索
引
六
、
八
六
一
人

ー

総
ペ
ー
ジ
数
は
、
補
遺
部
分
を
除
き
、

平
成
元
年
版
が
六
三
○
ペ
ー
ジ
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
三
六
ペ
ー
ジ
増
え
て
六

六
六
ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は

国
文
学
に
関
す
る
学
際
的
な
研
究
の
増

加
動
向
か
ら
み
て
今
後
も
変
ら
な
い
と

見
込
ま
れ
、
年
々
ぶ
厚
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
な
ん
ら
か
の
対
応
を
考
慮
す
べ

き
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
平
成
三
年
度
に
は
、
上
記
の

よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
の
体
制
が
ほ

ぼ
整
い
、
同
室
が
担
当
し
て
い
る
国
文

学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
作
業

と
の
連
係
が
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
国
文
学
年

鑑
」
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
マ
ス
タ
ー
か
ら
国
文
学

論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
ス
タ
ー
に

変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
み
、

そ
の
作
成
手
順
を
総
合
的
に
確
立
す
る

た
め
の
一
環
と
し
て
、
国
文
学
年
鑑
の

作
成
手
順
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
た
。

情
報
分
析
室
の
将
来
を
に
ら
ん
だ
場

合
考
え
ら
れ
る
課
題
と
し
て
、

ｌ
論
文
デ
ー
タ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

初
期
入
力
化
の
問
題

２
年
鑑
横
組
み
化
の
問
題

３
外
国
に
お
け
る
国
文
学
関
係
論

文
の
扱
い
の
問
題

４
ペ
ー
ジ
数
増
大
へ
の
対
処

と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
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室
内
で
解
決
で
き
る
よ
う
な
問
題
で
は

な
い
が
、
徐
々
に
そ
う
し
た
課
題
に
向

け
て
の
検
討
と
実
験
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室

平
成
二
年
六
月
に
発
足
し
て
よ
り
二

年
目
に
入
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
は
、

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
、
平
成
四
年
四

月
一
日
か
ら
開
始
で
き
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、
諸
項
目
に
つ
い
て
の
具
体
的

検
討
を
固
め
つ
つ
準
備
作
業
を
進
め
、

並
行
し
て
、
新
た
に
古
典
人
名
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
作
成
の
基
礎
作
業
を
開
始
し
た
。

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し

て
の
仕
上
が
り
度
を
検
証
す
る
と
同
時

に
、
国
文
学
者
が
研
究
室
で
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
い
な
が
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

利
用
す
る
こ
と
に
、
先
駆
的
に
道
を
開

く
意
味
な
ど
か
ら
、
全
国
に
モ
ニ
タ
ー

大
学
と
し
て
十
一
大
学
（
北
海
道
大

学
・
東
北
大
学
・
名
古
屋
大
学
・
名
古

屋
工
業
大
学
・
大
阪
大
学
・
神
戸
大

学
・
九
州
大
学
・
熊
本
大
学
・
宮
城
学

院
女
子
大
学
・
中
央
大
学
・
中
京
大

学
）
を
設
定
し
た
。
論
文
デ
ー
タ
と
し

て
は
、
昭
和
六
十
年
か
ら
昭
和
六
十
三

年
の
四
年
分
で
、
一
部
（
七
大
学
）
は

平
成
三
年
五
月
か
ら
、
残
り
（
四
大

学
）
は
九
月
か
ら
、
利
用
者
番
号
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
交
付
し
、
実
際
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
検
索
で
き
る
態
勢
を
確
保
し
て

い
た
だ
く
な
ど
の
努
力
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
大
学
に
は
、
適
正
な

利
用
料
金
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報
の

提
供
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
国
文
学
研
究
室
で
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
利
用
が
ス
ム
ー
ス
に
展
開
す
る

よ
う
に
、
全
国
の
大
学
等
の
各
国
文
学

研
究
室
・
事
務
室
・
計
算
機
セ
ン
タ
ー

に
対
し
て
、
「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
通
信
」
（
各
号
約
九
○
○
部
）

を
五
号
ま
で
作
成
・
配
布
し
、
各
大
学

に
お
い
て
諸
々
の
準
備
・
検
討
に
入
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
を
提
供
し

た
。
そ
の
間
、
二
度
に
わ
た
っ
て
、
国

文
学
研
究
室
及
び
事
務
室
に
は
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
地
域
研
究
集
会
を
東
北
地

区
・
中
京
地
区
・
九
州
地
区
の
三
箇
所

で
開
催
し
、
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
つ
い
て
広
く
国
文
学
者
の
理

解
を
得
る
と
と
も
に
、
国
文
学
研
究
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。加
え
て
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
向

け
て
、
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
利
用
案
内
の
作
成
・
配
布
、
国
文
学

論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
オ
ン
ラ
イ
ン

ｰ

サ
ー
ビ
ス
開
始
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
・
配

布
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
の
手
引
の
改

訂
・
配
布
を
実
施
し
、
二
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
の
時
期
に
利
用
申
請
が
提
出

さ
れ
る
よ
う
、
諸
準
備
を
整
え
た
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

一
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
乗
る
た
め
に
は
、
汎
用
機
上
の
シ
ス

テ
ム
の
対
応
、
利
用
料
金
の
設
定
と
処

理
に
関
わ
る
会
計
上
の
問
題
、
利
用
資

格
と
利
用
申
込
み
に
関
す
る
書
類
処
理

の
問
題
、
利
用
者
に
対
す
る
相
談
窓
口

業
務
、
利
用
者
に
対
す
る
広
報
や
利
用

の
手
引
の
作
成
と
配
布
、
諸
規
定
の
調

整
と
整
備
、
等
々
、
実
に
多
様
な
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
本
体
に
関
わ
る
大
き
な
作
業
が

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
綴
密
な
検
討
と
対

応
が
重
ね
ら
れ
て
や
っ
と
合
格
点
に
達

す
る
も
の
で
あ
り
、
全
館
的
規
模
の
そ

れ
ら
の
集
積
と
し
て
、
平
成
四
年
四
月

一
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始
が

実
現
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
で
は
、
研

究
者
個
人
の
個
別
の
要
請
を
広
く
支
援

す
る
道
を
探
る
意
味
を
込
め
て
、
第
一

回
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
集
会

（
十
一
月
二
日
）
を
開
催
し
た
。
講
師

に
は
、
園
田
学
園
女
子
大
学
教
授
福
島

昭
治
氏
を
迎
え
、
勅
撰
集
・
私
家
集
等

を
統
合
的
に
検
索
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ｰ

に
つ
い
て
、
大
変
有
意
義
な
お
話
を
い

た
だ
い
た
。
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
る

な
ど
、
成
功
裡
に
終
了
し
た
こ
と
を
報

告
し
て
お
く
。

情
報
処
理
室

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
運
転

を
除
く
平
成
三
年
度
事
業
は
、
以
下
の

よ
う
に
実
施
し
た
。

⑪
目
録
作
成

定
常
的
な
業
務
と
し
て
、

①
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
（
一
九
九
二

②
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊
行

物
目
録
二
九
九
二
）

の
版
下
作
成
を
行
っ
た
。

②
デ
ー
タ
入
力
等

上
記
目
録
用
デ
ー
タ
及
び
そ
の
他
の

デ
ー
タ
合
せ
て
二
一
、
○
三
八
件
の

デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
た
。

な
お
、
科
研
費
に
基
づ
く
東
京
堂
書

店
刊
行
江
戸
噺
本
大
系
本
文
デ
ー
タ

入
力
（
一
九
巻
、
約
五
六
六
万
字
）

を
行
っ
た
。

ま
た
、
業
務
用
と
し
て
一
○
○
字
の

Ｊ
Ｉ
Ｓ
外
字
の
作
成
を
行
っ
た
。

⑥
新
規
シ
ス
テ
ム
の
導
入

特
別
設
備
費
に
よ
っ
て
古
典
本
文
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
用
等
の
た
め
の
新

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
古
典
本
文
テ
キ

ス
ト
高
速
処
理
装
置
の
導
入
を
行
っ

た
。
高
速
文
字
列
検
索
処
理
装
置
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（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社

製
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
と
検
索
処
理
制

御
装
置
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
社
製
Ｖ
Ａ
Ｘ
４
０

０
０
）
、
テ
キ
ス
ト
処
理
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ン
マ
イ
ク
ロ
社
製

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
Ｏ
ｎ
２
）

及
び
日
本
語
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
入
力
装

置
（
富
士
電
機
社
製
Ｘ
Ｐ
ｌ
７
０

Ｓ
）
に
よ
る
複
合
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

㈱
シ
ス
テ
ム
開
発

以
下
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
た
。

①
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
作
成
シ

ス
テ
ム

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
作
成
及

び
校
正
に
必
要
な
、
マ
ス
タ
作
成

シ
ス
テ
ム
、
マ
ス
タ
校
正
シ
ス
テ

ム
、
デ
ー
タ
作
成
・
校
正
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
の
開
発
を
行
っ
た
。

②
「
国
文
学
論
文
目
録
検
索
シ
ス
テ

ム
」
の
機
能
拡
張
に
関
す
る
シ
ス

テ
ム
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
デ
ー
タ
機
能
拡
張
に
伴
う
検
索

シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
張
を
行
っ
た
。

③
日
本
古
典
文
学
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
形
成
シ
ス
テ
ム

日
本
古
典
文
学
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
柔
軟
な
検
索
機
能
を
実
現
す

る
た
め
に
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
（
関
係
モ
デ

ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
活
用
し
た

本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
た
。

④
日
本
古
典
文
学
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

③
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
構
築
し
た

本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
作
品
や

本
文
に
関
す
る
情
報
を
検
索
す
る
、

館
内
試
行
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
行
っ
た
。

⑤
「
国
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

平
成
三
年
一
二
月
一
三
日
に
第
三
回

「
国
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
今
回
は
公

募
を
含
む
最
新
の
研
究
成
果
を
主
と

す
る
研
究
会
形
式
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
し
て
開
催
し
、
九
件
の
研
究
発
表

と
講
演
が
行
わ
れ
た
。
約
二
○
名

の
参
加
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
が
あ

り
盛
会
で
あ
っ
た
。

⑥
人
文
系
共
同
利
用
機
関
情
報
シ
ス
テ

ム
連
絡
会

第
六
回
は
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
開
発

と
共
同
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
第
七
回
は

国
立
民
族
学
博
物
館
で
開
催
し
、
機

関
個
有
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
共
同

作
成
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
形
成
方
式

と
運
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
（
研
究
情
報
部
長
）

ｰ

真
言
宗
別
格
本
山
末
代
山
温
泉
寺
は

兵
庫
県
城
崎
町
に
存
す
る
古
刹
で
、
縁

起
に
よ
る
と
、
同
寺
の
創
建
は
天
平
時

代
に
ま
で
遡
る
と
い
う
。
（
但
し
、
同

寺
の
名
が
記
録
に
表
わ
れ
る
の
は
、
平

安
末
が
最
初
と
い
う
。
菊
川
丞
氏
「
但

州
城
崎
「
温
泉
寺
縁
起
帳
」
を
め
ぐ
っ

て
」
〈
芦
屋
ゼ
ミ
四
号
〉
参
照
）
同
寺

で
は
、
歴
代
の
住
持
が
書
写
、
収
集
し

た
多
く
の
古
典
籍
を
所
持
し
て
お
り
、

現
在
、
こ
れ
ら
の
典
籍
の
大
半
は
同
寺

境
内
に
あ
る
城
崎
町
美
術
館
に
保
管
さ

れ
て
い
る
。
（
但
し
、
同
美
術
館
で
は

閲
覧
業
務
そ
の
他
を
特
に
は
行
な
っ
て

い
な
い
。
）
国
文
学
研
究
資
料
館
で
は

昭
和
六
十
年
よ
り
こ
れ
ら
の
資
料
に
対

す
る
調
査
を
開
始
し
、
現
在
、
一
、
○

七
七
枚
の
細
目
カ
ー
ド
と
若
干
の
書
目

カ
ー
ド
を
採
り
終
え
て
い
る
。
ま
た
、

調
査
と
平
行
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

の
撮
影
も
行
な
い
、
撮
影
の
済
ん
だ
も

の
か
ら
順
次
、
来
館
者
の
閲
覧
に
供
し

て
い
る
。

そ
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
「
芦
屋
ゼ
ミ

三
号
」
（
Ｓ
兇
）
に
、
菊
川
氏
、
高
橋

喜
一
氏
に
よ
る
詳
し
い
報
告
が
あ
り
、

文
庫
紹
介
⑰

兵
庫
県
城
崎
町
温
泉
寺

ー

付
け
加
え
る
べ
き
も
の
を
も
た
な
い
が
、

既
調
査
分
に
つ
き
、
簡
単
に
紹
介
し
て

お
く
。ま
ず
、
歌
書
関
係
で
は
、
「
月
花
集

拾
遺
」
の
外
題
を
有
す
る
明
応
二
年
の

奥
書
を
持
つ
写
本
が
存
す
る
が
、
内
容

は
自
讃
歌
注
で
、
石
川
忠
彦
氏
に
よ
っ

て
影
印
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
（
Ｓ
弱

年
、
和
泉
書
院
）
こ
の
他
に
も
写
本
刊

本
合
わ
せ
て
二
十
点
ほ
ど
の
和
歌
関
係

の
典
籍
が
あ
る
。

こ
の
他
、
外
典
で
は
紀
行
、
説
話
な

ど
若
干
の
文
学
作
品
の
刊
本
を
持
つ
他
、

漢
籍
の
和
刻
本
は
数
多
い
。
連
歌
、
俳

譜
の
写
本
も
あ
る
《
）

温
泉
寺
の
蔵
書
の
大
部
分
を
占
め
る

の
は
内
典
で
あ
り
、
書
写
が
南
北
朝
か

ら
室
町
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
わ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
内
容

は
密
教
関
係
の
物
が
中
心
で
あ
る
。

当
館
で
は
今
後
も
引
き
続
き
同
寺
の

資
料
の
調
査
収
集
に
あ
た
っ
て
行
く
予

定
で
あ
る
。

〈
所
在
地
〉

〒
剛
‐
田
兵
庫
県
城
崎
郡
城
崎
町
湯

島
九
八
五
’
二
温
泉
寺

電
話
○
七
九
六
三
（
二
）
二
六
六
九

（
文
献
資
料
部
辻
本
裕
成
）
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当
部
が
担
当
す
る
業
務
（
資
料
の
受

入
、
整
理
、
保
存
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
及

び
参
考
業
務
、
公
開
講
演
会
の
開
催
、

展
示
等
）
は
、
平
成
三
年
度
も
順
調
に

進
展
し
た
。

保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
外
部
保
管

委
託
は
、
平
成
元
年
度
収
集
分
一
、
三

一
四
リ
ー
ル
を
追
加
委
託
し
、
総
計
一

八
、
三
九
四
リ
ー
ル
と
な
っ
た
。
例
年

実
施
し
て
い
る
監
査
に
際
し
て
は
、
監

査
実
施
要
領
に
基
づ
き
当
部
か
ら
検
査

員
を
派
遣
し
、
保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム

の
保
管
状
況
等
を
検
査
し
た
。

Ｈ
情
報
サ
ー
ビ
ス
室

⑩
資
料
の
受
入

平
成
三
年
度
の
受
入
資
料
数
は
、
マ

イ
ク
ロ
資
料
（
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
一
、

四
八
四
リ
ー
ル
、
紙
焼
写
真
本
三
、
一

二
四
冊
）
、
図
書
（
二
、
七
四
六
冊
）
、

逐
次
刊
行
物
（
継
続
受
入
雑
誌
一
、
六

六
九
誌
ｌ
全
所
蔵
タ
イ
ト
ル
数
三
、
五

三
一
タ
イ
ト
ル
）
、
雑
誌
製
本
（
二
九

四
冊
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

三
年
度
末
で
の
全
蔵
書
数
は
、
別
表
の

と
お
り
と
な
っ
た
。

）

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告
本
田
康
雄

そ
の
ほ
か
、
吉
川
孔
敏
氏
よ
り
、
広

瀬
淡
窓
・
青
邨
関
係
資
料
一
三
五
点
を
、

ま
た
、
山
本
幸
子
氏
よ
り
、
山
本
金
蔵

氏
旧
蔵
の
古
筆
・
古
版
資
料
二
六
点
を

御
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

②
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理

「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
一
九
九
一
年
」
を
刊
行
し
た
。

収
録
書
目
数
は
六
、
二
六
四
点
（
二
十

四
文
庫
）
で
あ
る
。

③
図
書
資
料
の
整
理
等

約
二
、
四
○
○
冊
の
図
書
（
和
古
書

を
含
む
）
を
整
理
し
た
。
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
の
目
録
所
在
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
利
用

に
習
熟
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
、
ロ

ー
カ
ル
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

和
古
書
の
補
修
、
峡
作
成
を
例
年
通
り

行
っ
た
。

い
逐
次
刊
行
物
の
整
理

新
規
受
入
れ
の
七
四
タ
イ
ト
ル
の
書

誌
デ
ー
タ
等
を
作
成
し
、
合
計
三
、
五

三
一
タ
イ
ト
ル
の
「
国
文
学
研
究
資
料

館
蔵
逐
次
刊
行
物
目
録
一
九
九
二
年
」

を
編
集
、
刊
行
し
た
。

⑤
古
典
作
品
典
拠
フ
ァ
イ
ル
作
成
事
業

読
み
の
付
与
、
著
者
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
作

業
等
を
継
続
し
、
約
三
七
、
○
○
○
件

の
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
累
計
で
約
一

九
七
、
○
○
○
件
と
な
っ
た
。

⑥
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

デ
ー
タ
作
成
を
継
続
し
て
行
い
、
約

一
万
件
の
書
誌
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。

現
行
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
点
検
、
修
正
作

業
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
っ
た
。

、
閲
覧
業
務

平
成
三
年
度
は
、
来
館
利
用
に
よ
る

入
室
者
数
が
八
、
七
○
四
人
（
一
日
平

均
三
二
人
）
、
文
献
複
写
が
二
六
、
六
四

六
件
（
一
日
平
均
九
七
件
）
で
あ
っ
た
。

前
年
度
に
比
べ
て
、
入
室
者
数
が
一

一
％
、
文
献
複
写
件
数
が
三
％
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
た
。
文
献
複
写
に
関
し
て
は
、

マ
イ
ク
ロ
資
料
の
電
子
複
写
（
リ
ー
ダ

ー
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
複
写
）
の
前
年

度
比
の
伸
び
が
二
％
と
著
し
か
っ
た
。

利
用
登
録
者
は
、
年
度
末
ま
で
の
累
計

で
二
六
、
四
七
九
人
に
達
し
た
。
ま
た
、

相
互
利
用
（
郵
送
に
よ
る
文
献
複
写
・

貸
出
）
の
複
写
受
付
は
、
二
、
四
九
八

件
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
三
二
％
増
加

し
、
貸
出
は
一
三
一
件
で
、
六
七
％
増

加
し
た
。

平
成
元
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
当
館
所

蔵
原
本
（
写
本
・
版
本
）
の
マ
イ
ク
ロ

シ

化
事
業
第
三
年
目
の
平
成
三
年
度
は
、

約
三
○
万
コ
マ
、
一
、
五
三
九
点
の
撮

影
を
実
施
し
た
。

な
お
、
例
年
通
り
、
四
月
末
か
ら
五

月
上
旬
に
か
け
て
資
料
の
く
ん
蒸
、
三

月
末
に
蔵
書
点
検
を
実
施
し
た
。

口
参
考
室

⑩
参
考
業
務

日
常
業
務
と
し
て
、
参
考
質
問
の
受

付
・
回
答
に
従
事
し
、
参
考
図
書
の
充

実
と
二
階
閲
覧
室
の
参
考
開
架
図
書
の

維
持
・
管
理
に
あ
た
っ
た
。

②
公
開
講
演
会
及
び
展
示

国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の

と
お
り
公
開
講
演
会
・
展
示
を
開
催
し

た
。・
公
開
講
演
会

第
誕
回
（
６
月
犯
日
、
於
当
館
）

「
お
く
の
ほ
そ
道
「
暑
き
日
や
」
の

周
辺
」
森
川
昭
（
東
京
大
学
教
授
）
、

「
俳
句
の
特
性
」
澤
木
欣
一
（
東
京

芸
術
大
学
名
誉
教
授
）
。

第
弱
回
（
加
月
妬
日
、
於
山
形
市
・

山
形
大
学
教
育
学
部
三
号
館
）

「
三
十
六
歌
仙
の
伝
播
と
享
受
」
新

藤
協
三
（
当
館
教
授
）
、
「
貫
之
の
悲

嘆
ｌ
「
土
佐
日
記
」
の
世
界
ｌ
」
菊

田
茂
男
（
東
北
大
学
教
授
）
。

・
第
Ｍ
回
夏
期
公
開
講
演
会
「
江
戸
か

ら
東
京
へ
ｌ
継
承
と
創
造
ｌ
」
（
７
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月
妬
日
～
幻
日
、
於
当
館
）

お
日
「
「
こ
じ
つ
け
」
の
手
法
、

「
む
だ
」
の
意
味
ｌ
戯
作
表
現
の

系
譜
ｌ
」
小
池
正
胤
（
東
京
学
芸

大
学
教
授
）
、
「
詩
の
近
代
ｌ
「
新

体
詩
抄
」
の
周
辺
ｌ
」
野
山
嘉
正

（
東
京
大
学
教
授
）
。

妬
日
「
文
明
開
化
と
お
雇
い
外
国

人
教
師
」
浅
井
清
（
お
茶
の
水
女

子
大
学
教
授
）
、
「
標
準
語
へ
の
動

き
」
古
田
東
朔
（
鶴
見
大
学
教

授
）
・

”
日
「
幕
末
期
大
坂
の
歌
舞
伎
狂

言
」
野
村
喬
（
青
山
学
院
女
子
短

期
大
学
教
授
）
、
「
近
代
小
説
成
立

前
夜
ｌ
埋
没
小
説
二
、
三
を
め
ぐ

っ
て
ｌ
」
平
岡
敏
夫
（
筑
波
大
学

教
授
）
。

。
常
設
展
示

第
妃
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
（
４

月
過
日
～
６
月
調
日
）

第
娚
回
「
源
氏
物
語
」
（
７
月
晦
日

～
⑩
月
吃
日
）

第
卵
回
「
近
世
前
期
の
文
学
」
〈
吃

月
２
日
～
３
月
皿
日
）

。
特
別
展
示

第
四
回
「
新
収
資
料
展
ｌ
昭
和
侭
年

～
平
成
２
年
度
期
ｌ
」
（
ｎ
月
１

日
～
喝
日
）

な
お
、
第
皿
回
夏
期
公
開
講
演
会
の

所蔵資米斗統計別表 筆
録
集
で
あ
る
「
国
文
学
研
究
資
料
館

講
演
集
旧
江
戸
か
ら
東
京
へ
」
を
刊

行
し
、
大
学
図
書
館
等
へ
の
寄
贈
の
ほ

か
、
希
望
者
に
も
配
布
し
て
い
る
。

（
整
理
閲
覧
部
長
）

ー

～～一三

～～～～～～～～～～～～～～～～～～一一～一＝

》
沙
弁
耐
三
愛
知
大
学
文
学
部
教
授

鉄
野
呂
弘
帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
蝉
師

課
題
名
「
近
世
人
物
纂
伝
資
料
の
基
礎
的
研
究
」

揖
斐
高
成
躍
大
学
文
学
部
敦
授

稲
田
篤
信
東
京
郁
立
大
学
人
文
学
部
助
敬
授

嶋
中
道
則
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
助
教
授

島
原
泰
雄
皇
学
館
大
学
文
学
部
助
敬
授

竹
下
義
人
日
本
大
学
文
理
学
部
詞
師

玉
城
司
清
泉
女
学
院
短
期
大
学
助
敬
授

藤
江
峰
夫
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

（
画
頁
か
ら
）

松
本
公
一
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

三
橋
正
大
正
大
学
総
合
仏
敬
研
究
所
研
究
Ｈ

課
題
名
「
雄
長
老
の
巻
委
奉
１
１
詩
・
聯
句
・
狂
歌
・
仮
名
草
子
１
１
」

大
谷
俊
太
南
山
大
学
文
学
部
助
敬
授

花
田
富
二
夫
大
幾
女
子
大
学
短
期
大
学
部
肋
牧
授

堀
川
貴
司
東
京
大
学
文
学
部
助
手

宮
崎
修
多
成
城
大
学
文
錐
学
郁
簿
師

課
題
名
「
近
世
諸
藩
歌
集
の
総
合
的
研
究
１
１
藩
別
弩
蚕
云
史
研
究

の
一
環
と
し
て
１
１
１
」

渡
辺
憲
司
立
戦
大
学
文
学
部
戦
授

木
越
治
金
沢
大
学
数
養
部
助
教
授

久
保
田
啓
一
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
郁
典
師

今
井
明
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

白
石
良
夫
文
部
省
初
等
中
等
救
育
局
数
科
書
課
救
科
書
濁
在
官

鈴
木
健
一
東
京
大
学
教
養
学
部
助
手

市
古
夏
生
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
助
敬
授

沢
井
耐
三
愛
知
大
学
文
学
部
教
授

鉄
野
呂
弘
帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
蝉
師

ー

曇

-10-

資料種別 点数 冊（リール)数

マイクロ資料

マイクロフィルム豪

マイクロフィッシュ

紙焼写真本

105,748点

7,502点

23，059リール

25,450枚

55,083冊

似l害（古書及び新刊書） 29,553点 84,071冊

逐次刊 行 物 3,531誌

寄託図書 964点 4,313冊
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ｌ
新
収
資
料
紹
介
⑭

本
幅
は
、
村
田
春
海
の
書
簡
お
よ
び

そ
れ
に
付
属
す
る
賀
茂
真
淵
の
和
歌
一

首
を
合
装
し
た
も
の
。

春
海
の
書
簡
は
、
竪
一
九
・
六
×
長

さ
三
九
・
三
糎
の
巻
紙
で
、
釈
文
は
次

の
通
り
。
秋
暑
未
甚
敷
御
坐
候

処
、
御
全
家
様
御
別
条

無
御
坐
被
為
入
候
や

奉
伺
候
、
拙
家
無
異
義

居
申
候
、
ま
こ
と
に
紛
冗
に

の
み
打
過
、
其
後
は

御
無
音
の
み
仕
候

一
、
先
達
而
御
約
束
申
上
候

真
淵
翁
真
蹟
、
何
も

し
か
と
仕
候
も
の
は
無
之
候
へ
と
も

覚
書
に
か
、
れ
候
歌

一
首
見
出
し
申
候
ま
、

即
鹿
末
な
か
ら
装

淡
申
付
進
上
仕
候
、
永

御
家
蔵
被
下
候
は
Ｆ
、
辱
奉存
候

春
海

七
月
九
日

節
之
ぬ
し 村

田
春
海
書
簡
付
賀
茂
真
淵
詠
草

宛
名
の
「
節
之
」
お
よ
び
年
次
と
も

に
未
詳
。
ま
た
結
辞
や
留
書
の
部
分
を

欠
く
の
は
、
幅
物
に
仕
立
て
る
た
め
に

当
該
部
を
切
除
し
、
本
文
に
署
名
、
宛

名
の
部
分
を
貼
合
わ
せ
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。書
面
は
、
か
ね
て
約
束
し
て
い
た
真

淵
の
遺
墨
を
送
呈
し
た
も
の
で
、
師
真

淵
に
直
接
、
遺
稿
を
託
さ
れ
た
と
自
称

す
る
春
海
が
、
し
き
り
に
か
よ
う
な
要

望
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

真
淵
の
和
歌
は
、
縦
二
一
・
二
×
横

六
・
三
糎
の
墨
罫
四
行
の
断
簡
で
、

十
二
月
四
日
家
に
会
し
侍
る

に
、
冬
眺
望
を

ふ
る
雪
の
し
ら
ふ
の
鷹
を
手
に
す

ゑ
て
む
さ
し
の
原
に
出
に
け
る
哉

真
淵

と
あ
る
。
該
歌
は
春
海
編
の
「
賀
茂
翁

家
集
」
に
も
載
り
、
真
淵
の
風
訓
を
代

表
す
る
一
首
と
し
て
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
真
淵
の
歌
稿
で
現
在
、

天
理
図
替
館
に
伝
存
す
る
複
数
の
そ
れ

が
や
は
り
墨
罫
紙
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、

柱
刻
に
「
生
白
堂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

＝

江
戸
の
老
書
舗
戸
倉
屋
喜
兵
衛
よ
り
贈

ら
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が
、
本

紙
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
筆
蹟
も
、
そ
の

独
特
な
繊
細
さ
を
備
え
た
筆
意
か
ら
し

て
、
ま
ず
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
「
真
淵
」
の
署
名
は
明
ら
か
に

違
和
感
を
感
ぜ
し
め
る
も
の
で
、
も
と

よ
り
歌
稿
に
か
よ
う
な
署
名
が
存
す
る

の
も
、
不
自
然
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

そ
う
思
っ
て
、
改
め
て
本
紙
を
み
る
と
、

和
歌
と
署
名
の
間
に
料
紙
を
切
継
い
だ

痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
の
ち
に
細
工
し
た

可
能
性
が
つ
よ
い
。
そ
も
そ
も
真
淵
の

遺
墨
に
は
、
署
名
部
分
の
み
疑
わ
し
い

代
物
が
少
く
な
い
が
、
そ
の
根
源
を
正

せ
ば
、
春
海
ま
で
遡
り
う
る
一
例
と
言

う
べ
き
か
。
ま
た
こ
う
し
た
こ
と
は
、

換
言
す
れ
ば
、
真
淵
は
と
く
に
そ
の
没

後
、
遺
墨
を
求
め
る
人
が
ひ
き
も
き
ら

な
か
っ
た
が
、
そ
の
割
に
生
前
、
懐
紙
、

色
紙
、
短
冊
、
画
賛
、
扇
面
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
認
め
物
を
あ
ま
り
多
く
遺
苔
な
か
っ

た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

（
文
献
査
料
部
鈴
木
淳
）

ー

〃蝉、詑

王．、|l,6｡~d§、‘‘、舵一&蔦！．．･齢”

毒を1ｆ

ｉ

‐
雲
罐
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琴
〆
遜士

璽
吟
玲
一
『
分
Ｉ
小
ｌ

軋
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国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員

任
期
平
成
４
年
７
月
１
日
～
平
成
６
月
６
月
訓
日

秋
山
虐
東
京
大
学
名
誉
教
授

網
野
善
彦
神
奈
川
大
学
短
期
大
学
部
教
授

有
馬
朗
人
東
京
大
学
長

井
内
慶
次
郎
東
京
国
立
博
物
館
長

稲
賀
敬
二
放
送
大
学
客
員
教
授
広
島
ビ
デ
オ
学
習
セ
ン
タ
ー
長

猪
瀬
博
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
、
東
京
大
学
名
誉
敬
提

今
井
源
衛
梅
光
女
堂
院
大
学
寡
驚
歎
目
駿
授
、
九
州
大
学
措
誉
敬
授

小
田
切
進
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長
、
立
教
大
学
名
誉
教
擬

京
極
純
一
東
京
大
学
名
誉
教
授

小
玉
正
任
国
立
公
文
書
館
長

小
林
清
治
東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授
、
禍
脇
大
学
名
誉
教
授

佐
竹
昭
廣
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授
、
京
都
大
学
名
誉
教
授

田
中
裕
大
阪
大
学
名
誉
教
授

土
田
直
鎮
国
立
膝
史
民
俗
博
物
館
長
、
東
京
大
学
名
脊
敬
授

堤
精
二
放
送
大
学
牧
授
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
脊
教
授

坪
井
清
足
助
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
理
事
長

秀
村
選
三
久
留
米
大
学
比
較
弗
餅
究
所
教
捷
九
州
大
学
請
膏
教
授

尾
藤
正
英
川
璽
圃
女
子
大
学
寡
蓋
斑
提
里
早
大
学
装
響
扱
授

藤
澤
令
夫
京
都
国
立
博
物
館
長
、
京
郡
大
字
名
誉
教
授

山
田
俊
雄
成
城
大
学
長

朝
尾
有
吉
伊
藤
石
井
大
口

久
保
田

初
尾
日
野
平
澤
水
谷
新
井
丑
木

岡新
藤

国
文
学
研
究
資
料
館
運
営
協
議
員

任
期
平
成
４
年
８
月
１
日
１
平
成
６
月
７
月
別
日

朝
尾
直
弘
京
都
大
学
附
属
図
書
館
長
・
文
学
部
教
授

有
吉
保
日
本
大
学
文
理
学
部
数
授

伊
藤
正
義
神
戸
革
大
学
文
学
部
敏
撮
太
堅
＃
天
蓋
響
軟
授

石
井
進
函
唾
確
趣
雑
繩
津
物
轆
睡
緬
馴
癖
舘
銑
授

大
口
勇
次
郎
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
長
．
文
教
育
宇
部
乾
残

久
保
田
淳
東
京
大
学
文
学
部
教
授

初
尾
武
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

日
野
龍
夫
京
都
大
学
文
学
部
敬
授

平
澤
五
郎
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
長
・
教
授

水
谷
静
夫
勵
計
量
計
画
研
究
所
理
事

断
井
栄
蔵
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
｛
研
究
情
報
部
長
）

静
夫
助
計
量
計
画
研
究
所
理
事

栄
蔵
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
｛
研
究
噴

幸
男
国
文
学
研
究
資
料
館
敬
授
更
料
館
）

雅
彦
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
文
献
嘗

協
三
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
文
献
意

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
文
献
資
料
部
）

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
文
献
資
料
部
）

ー

安森松松本鶴国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員

任
期
平
成
３
年
４
月
１
日
～
平
成
５
年
３
月
証
日

浅
野
三
平
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授

野
口
元
大
上
智
大
学
文
学
部
教
授

長
谷
川
端
中
京
大
字
文
学
部
数
授

福
島
和
夫
上
野
学
園
大
学
高
梨
学
部
、
同
大
学
日
本
商
楽
資
料
毒
畏
敬
授

安
井
久
善
い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
教
授

任
期
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
６
年
３
月
釘
日

奥
田
勲
服
心
女
子
大
学
文
学
部
牧
授

片
桐
洋
一
関
西
大
学
文
学
部
教
授

白
石
悌
三
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

長
友
千
代
治
京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授

名
和
修
伽
隅
明
文
庫
文
叩
股

文
献
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
６
年
３
月
剖
日

池
内
輝
雄
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
教
授

揖
斐
高
成
躍
大
学
文
学
部
教
授

遠
藤
宏
成
躍
大
学
文
学
部
教
授

久
保
田
淳
東
京
大
学
文
学
部
教
授

小
島
孝
之
立
教
大
学
文
学
部
数
授

小
町
谷
照
彦
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授

瀬
戸
仁
中
央
学
院
大
学
法
学
部
教
授

滝
藤
満
義
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
敬
授

野
山
嘉
正
東
京
大
学
文
学
部
軟
授

浜
野
卓
也
（
元
山
口
女
子
大
学
教
授
）

原
道
生
明
治
大
学
文
学
部
教
授

安
田
尚
道
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

永 村野田岡

衝
枝
子

康
雄
陽
一
雄
二
安
彦
尚
志

同
文
学
研
究
資
料
館
牧
授
（
史
料
鮒
）

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
整
理
閲
覧
部
長
）

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
文
献
資
料
部
長
）

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
研
究
情
報
部
）

同
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
史
料
館
）

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
（
研
究
情
報
部
）

共
同
研
究
委
員
会
委
員

任
期
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
６
年
３
月
別
日

稲
賀
敬
二
放
送
大
学
客
Ｈ
教
授
、
広
島
ビ
デ
オ
学
習
セ
ン
タ
ー
長

大
曽
根
章
介
中
央
大
学
文
学
部
散
授

曽
倉
岑
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

鳥
越
文
蔵
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

中
野
三
敏
九
州
大
学
文
学
部
教
授

水
原
一
駒
澤
大
学
文
学
部
数
授

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
運
用
委
員
会
委
員

任
期
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
６
年
３
月
別
日

石
田
暗
久
東
京
大
学
大
型
計
紳
機
セ
ン
タ
ー
軟
授

稲
岡
耕
二
上
智
大
学
文
学
部
教
授

井
上
如
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
教
授

杉
田
繁
治
国
立
民
族
学
博
物
館
第
五
研
究
部
教
授

千
代
正
明
国
立
同
会
図
書
館
総
務
部
情
報
処
理
課
長

土
田
衛
佛
教
大
学
文
学
部
教
授

照
井
武
彦
国
立
脳
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部
教
授

西
村
恕
彦
東
京
農
工
大
学
工
学
部
教
授

濱
田
啓
介
京
部
大
学
牧
養
部
救
援

星
野
聰
京
郁
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

堀
内
秀
晃
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

水
谷
静
夫
助
計
量
計
画
研
究
所
理
事

村
上
學
名
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
教
授

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員

任
期
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
６
年
３
月
別
日

ア
ラ
ン
・
ジ
エ
イ
《
ズ
・
タ
ー
ニ
ー
潰
泉
女
子
大
学
文
学
部
数
授

粂
川
光
樹
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授

芳
賀
徹
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

平
岡
敏
夫
群
賜
県
立
女
子
大
学
長

福
田
秀
一
国
際
雅
督
孜
大
学
牧
養
学
部
牧
授

山
下
宏
明
名
古
屋
大
学
文
学
部
牧
栂

ー
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大石

谷坂

俊妙

太子

岩
田
秀
行

大
岡
賢
典

岡
中
正
行

落
合
博
志

猿
田
知
之

鈴
木
健
一

鈴
木
俊
幸

中
嶋
隆

藤
江
峰
夫

藤
田
洋
治

古
相
正
美

山
下
琢
巳

〔
北
海
道
・
東
北
〕

加
藤
幸
一
奥
羽
大
学
文
学
部
講
師

高
橋
伸
幸
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
教
授

田
中
初
恵
宮
城
字
院
女
子
大
学
学
芸
学
部
非
常
勤
簿
師

永
田
信
也
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
助
牧
授

吊

仁
秋
田
大
学
教
育
鞍
部
敬
授

ｆ原
田
貞
義
東
北
大
学
教
養
部
数
授

播
摩
光
寿
園
學
院
短
期
大
学
助
教
授

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
３
年
４
月
１
日
～
平
成
５
年
３
月
訓
日

淺
野
次
郎
東
京
大
学
附
属
図
書
館
事
務
部
長

雨
森
弘
行
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
部
長

井
坂
清
信
国
立
国
会
図
書
館
図
書
部
古
典
籍
採
主
従

柴
田
光
彦
跡
見
学
剛
女
子
大
学
文
学
部
教
授

堤
精
二
放
送
大
学
教
授

益
田
宗
東
京
大
学
史
料
編
さ
ん
所
長

森
川
彰
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
教
授

国
文
学
文
献
資
料
調
査
員

任
期
平
成
４
年
４
月
１
日
１
平
成
５
年
３
月
別
日

〔
中
部
〕

〔
関
東
〕

新
渇
大
字
敬
育
学
部
助
教
授

南
山
大
学
文
学
部
助
敬
授

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

流
通
経
済
大
学
経
済
学
部
敬
授

帝
京
女
子
短
期
大
学
助
教
授

法
政
大
学
輔
二
教
養
部
講
師

シ
オ
ン
短
期
大
学
教
授

東
京
大
学
教
養
学
部
助
手

中
央
大
学
文
学
部
講
師

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
助
教
授

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

東
京
成
憶
短
期
大
学
助
教
授

国
学
院
大
学
・
明
治
大
学
兼
任
講
師

東
京
成
徳
短
期
大
学
講
師

ｰ

會
田
実
四
国
大
学
短
期
大
学
部
驚
師

浅
野
日
出
男
山
陽
女
子
短
期
大
学
教
授

蘆
田
耕
一
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授

石
川
一
広
島
女
子
大
学
文
学
部
数
授

伊
藤
学
人
山
魁
女
子
短
期
大
学
助
教
授

岡
部
由
文
就
実
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

佐
々
木
亨
徳
島
文
理
大
学
文
学
部
講
師

白
井
宏
四
国
大
学
文
学
部
教
授

杉
本
好
伸
安
田
女
子
大
学
文
学
部
助
牧
授

田
村
憲
治
愛
媛
大
学
法
文
学
部
数
授

原
水
民
樹
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
数
授

松
原
秀
明
金
刀
比
羅
宮
図
書
館
嘱
託

大
高
洋
司

大
谷
節
子

小
林
健
二

塩
崎
俊
彦

中
西
健
治

中
前
正
志

藤
平
泉

母
利
司
朗

大
西
紀
夫

加
藤
洋
介

神
谷
勝
広

小
林
一
彦

島
原
泰
雄

下
西
善
三
郎

鈴
木
孝
庸

須
田
悦
生

太
刀
川
清

鶴
橋
俊
宏

長
島
弘
明

西
村
聡

服
部
仁

舩
城
俊
太
郎

安
田
文
吉

柳
澤
良
一

渡
邉
信
和

綿
抜
豊
昭

〔
中
国
・
四
国
〕

〔
近
畿
〕

甲
南
女
子
大
学
文
学
部
助
牧
授

神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
簿
師

大
谷
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
助
教
授

相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授

京
都
女
子
大
学
文
学
部
講
師

神
戸
女
子
大
学
文
学
部
騰
師

岐
阜
大
学
牧
育
学
部
助
教
授

富
山
女
子
短
期
大
学
獅
師

愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
講
師

名
古
屋
文
理
短
期
大
学
講
師

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
講
師

皇
学
館
大
学
文
学
部
助
教
授

上
越
教
育
大
学
学
校
敬
育
学
部
助
教
授

新
潟
大
学
敬
養
部
牧
授

脾
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
教
授

長
野
県
短
期
大
学
教
授

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
講
師

名
古
屋
大
学
文
学
部
助
教
授

金
沢
大
学
文
学
部
助
教
授

同
朋
大
学
文
学
部
助
敬
授

新
濁
大
学
人
文
学
部
数
授

南
山
大
学
文
学
部
教
授

金
沢
女
子
大
学
文
学
部
教
授

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
所
員

富
山
女
子
短
期
大
学
講
師

課
題
名
「
中
世
天
台
仏
教
の
地
方
伝
播
と
そ
の
受
容
に
関
す

る
包
括
的
研
究
」

佐
藤
弘
夫
東
北
大
学
文
学
部
助
教
授

大
久
保
良
峻
早
稲
田
大
学
文
学
部
簿
師

佐
藤
眞
人
国
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

曽
根
原
理
東
北
大
学
文
学
部
助
手

福
原
敏
男
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
手

松
薗
斉
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
識
師

而
頁
へ
続
く
）

国
文
学
研
究
情
報
研
究
専
門
員

任
期
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
５
年
３
月
別
日

青
木
周
平
国
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

青
山
毅
（
元
四
国
女
子
大
学
文
学
部
助
牧
授
）

鈴
木
豊
文
京
女
子
短
期
大
学
助
敬
授

高
木
ま
さ
き
文
部
有
初
等
中
等
牧
育
局
数
科
書
課
牧
科
書
調
査
官

棚
町
知
弥
園
田
学
園
女
子
大
学
文
学
部
教
授
、
同
大
学
近
松
研
究
所
長

辻
勝
美
日
本
大
学
文
理
学
部
助
教
授

前
田
雅
之
東
京
女
学
館
短
期
大
学
助
教
授

唐
沢
正
実
鷺
宮
高
等
学
校
教
諭

竹
本
幹
夫
早
稲
田
大
学
文
学
部
牧
授

山
口
明
穂
東
京
大
学
文
学
部
敬
授

共
同
研
究
員

任
期
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
５
年
３
月
瓠
日

宮
田
尚

山
口
眞
琴

吉
山
裕
樹

〔
九
州
〕

池
宮
正
治

井
上
敏
幸

小
川
豊
生

ロ
バ
ー
ト
．
キ
ヤ
ン
ベ
ル

妹
尾
好
信

田
中
道
雄

森
正
人

山
田
洋
嗣

ｰ

魔
球
大
学
法
文
学
部
敬
授

福
岡
女
子
大
学
文
学
部
敬
授

鹿
児
島
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

九
州
大
学
文
学
部
簿
師

大
分
大
学
教
育
学
部
助
教
授

佐
賀
大
学
牧
養
部
数
授

熊
本
大
学
文
学
部
教
授

禍
岡
大
学
人
文
学
部
肋
牧
授

梅
光
女
学
院
大
学
教
授

高
知
大
学
人
文
学
部
助
教
授

比
治
山
女
子
短
期
大
学
助
教
授
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評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
評
議
員
会
が
平
成
四

年
七
月
十
七
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、

会
長
に
秋
山
評
議
員
が
、
副
会
長
に
土

田
評
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
議

事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
の
選
考

手
続
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
三
年

度
事
業
報
告
及
び
平
成
五
年
度
概
算
要

求
に
つ
い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
二
回
評
議
員
会
が
平
成
四

年
九
月
十
七
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
候
補

者
の
選
考
に
つ
い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

委
員
会
日
誌

平
成
４
年

５
月
四
日

８
月
ｎ
日

７
月
９
日

６
月
２
日

９
月
４
日

７
月
加
日

彙
報

国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
一
回
）

国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
総
会
）

共
同
研
究
委
員
会
（
第

一
回
）

文
献
目
録
委
員
会
（
第

一
回
）

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
一
回
）

文
献
目
録
委
員
会
（
第

二
回
）

外
国
出
張

安
藤
正
人

渡
航
先

運
営
協
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
四
年
六
月
十
七
日
〈
水
）
に
開
催
さ

れ
、
議
事
は
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平

成
三
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成
五
年
度

概
算
要
求
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
四
年
八
月
二
十
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
、
会
長
に
本
田
運
営
協
議
員
が
、
副

会
長
に
有
吉
運
営
協
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
た
。
議
事
は
、
国
文
学
研
究
資

料
館
長
候
補
者
の
推
薦
及
び
管
理
運
営

の
概
況
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
三
回
運
営
協
議
員
会
は
平

成
四
年
九
月
三
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
推
薦

候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
た
。期

間
目
的

ｰ

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ア
メ
リ
カ
記
録
史
料
科

学
者
協
会
第
五
十
六
回

年
次
大
会
・
第
十
二
回

国
際
文
書
館
会
議
出
席

及
び
米
国
文
書
館
事
情

調
査
の
た
め

平
成
４
年
９
月
５
日
～

人
事
異
動
（
平
成
４
年
３
月
～
平
成
４

年
８
月
）

〔
教
育
職
員
〕

○
平
成
４
年
３
月
証
日
付

（
辞
職
）

竹
下
義
人
（
文
献
資
料
部
助
手
）

（
日
本
大
学
へ
）

宮
崎
修
多
（
研
究
情
報
部
助
手
）

（
成
城
大
学
へ
）

国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
表
彰

国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
表

彰
規
程
に
基
づ
き
、
次
の
方
に
表
彰
状

を
授
与
し
、
記
念
品
と
し
て
銀
杯
を
贈

呈
し
た
。

○
平
成
４
年
５
月
１
日
付

歌
野
博
（
整
理
閲
覧
部
情
報
サ
ー

ビ
ス
室
・
情
報
管
理
係
長
）

海
外
研
修
旅
行

丑
木
幸
男

渡
航
先
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
合

衆
国

目
的
第
十
二
回
国
際
文
書
館

会
議
出
席
及
び
文
書
館

運
営
方
法
研
修
の
た
め

期
間
平
成
４
年
９
月
５
日
～

平
成
４
年
９
月
加
日

平
成
４
年
９
月
幻
日

ー

加
藤
洋
介
〈
整
理
閲
覧
部
助
手
）

（
愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
へ
）

○
平
成
４
年
４
月
１
日
付

（
採
用
）

辻
本
裕
成
（
文
献
資
料
部
助
手
）

相
田
満
（
研
究
情
報
部
助
手
）

（
東
京
都
立
本
所
工
業
高
等
学
校
教
諭
か

ら
）小
川
蛸
彦
（
研
究
情
報
部
助
手
）

（
昇
任
）

丑
木
幸
男
〈
史
料
館
教
授
）

（
同
助
教
授
か
ら
）

山
田
哲
好
（
史
料
館
助
教
授
）

（
同
助
手
か
ら
）

（
客
員
教
授
）

江
本
裕
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）

（
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
５
年
３

月
釧
日
）

（
併
任
）

木
越
治
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

（
金
沢
大
学
助
教
授
か
ら
）

（
平
成
４
年
４
月
１
日
～
平
成
４
年
９

月
鋤
Ｈ
）

○
平
成
４
年
６
月
１
日
付

（
客
員
教
授
）

藤
原
鎭
男
（
神
奈
川
大
学
教
授
）

（
平
成
４
年
６
月
１
日
Ｉ
平
成
５
年
３

月
別
日
）
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）
）

一
！
‐
…
・
…
利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
・
・
：
．
…
：
１
１
…
・
…
・
…
…
‐
・
１
１
．
１
１
・
…
・
…
…
：
…
…
・
…
・
Ｉ
！
…
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
…
・
…
・
・
…
。
：
．

一
月
六
日
（
金
）
に
式
典
・
祝
賀
会
の
で
、
公
私
立
大
学
等
の
図
書
館
か
ら
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

一
◆
休
室
日
及
び
閲
覧
時
間
の
変
更
に
っ
を
予
定
し
て
お
り
、
閲
覧
室
は
休
室
の
図
書
や
雑
誌
類
の
複
写
申
込
に
対
し
③
利
用
手
続
き

一
い
て
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
利
用
申
請
書
を
提
出
し
、
承
認
を
一

一
五
月
よ
り
、
職
員
の
完
全
週
休
二
日
し
た
。
手
続
き
等
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
係
得
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
「
デ
ー
ー

ー
制
実
施
に
伴
い
、
土
峨
日
を
休
室
と
し
◆
来
館
で
き
な
い
か
た
へ
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
タ
ベ
ー
ス
利
用
の
手
引
き
」
（
平
成
一

一
ま
し
た
が
、
平
日
の
閲
覧
時
間
は
前
後
Ｈ
相
互
協
力
サ
ー
ビ
ス
ま
た
、
大
学
等
に
所
属
し
て
い
な
い
四
年
改
訂
版
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一

一
三
十
分
ず
つ
延
長
し
て
い
ま
す
。
相
互
協
力
サ
ー
ビ
ス
は
、
図
書
館
．
か
た
か
ら
の
郵
便
で
の
複
写
申
込
も
受
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
の
一

一
Ｈ
閲
覧
時
間
文
庫
等
が
所
蔵
資
料
を
互
い
に
借
用
、
け
付
け
て
い
ま
す
。
資
料
名
、
請
求
記
問
い
合
せ
は
、
総
合
案
内
（
内
線
四
一

｝
九
時
～
十
七
時
ま
た
は
複
写
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
号
、
複
写
方
法
等
を
明
記
し
て
お
申
し
二
四
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

一
口
複
写
受
付
時
間
単
独
で
は
限
界
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
能
力
込
み
く
だ
さ
い
。
③
利
用
形
態

一
九
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分
を
補
強
す
る
も
の
で
す
。
所
属
し
て
い
口
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
遠
隔
利
用
・
・
・
…
大
学
間
コ
ン
ピ
ュ
一

一
日
資
料
調
求
受
付
時
間
る
機
関
の
図
書
館
に
申
し
込
む
だ
け
で
特
定
の
主
題
、
分
野
、
作
品
に
関
す
Ｉ
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
、
ま
た
一

一
九
月
三
十
分
～
十
二
時
、
十
三
時
～
当
館
所
蔵
資
料
の
複
写
や
閲
覧
が
で
き
る
も
の
か
ら
、
国
文
学
（
特
に
古
典
文
は
自
前
の
パ
ソ
コ
ン
と
モ
デ
ム
等
一

一
十
六
時
三
十
分
ま
す
。
貸
出
で
き
る
資
料
は
、
紙
焼
写
学
）
一
般
に
わ
た
り
、
主
に
資
料
探
索
の
接
続
装
置
を
用
い
て
電
話
回
線
一

一
四
休
室
日
真
本
（
た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ａ
、
に
つ
い
て
の
種
々
の
質
問
や
照
会
に
応
経
由
で
利
用
で
き
ま
す
。

一
①
日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
、
振
替
Ｂ
の
も
の
）
と
図
書
（
た
だ
し
、
和
古
じ
て
い
ま
す
ｃ
文
献
の
所
在
情
報
、
複
・
来
館
利
用
…
…
当
館
二
階
閲
覧
室
一

一
休
日
カ
ウ
ン
タ
ー
脇
の
端
末
で
利
用
で
一

書
、
参
考
開
架
図
書
、
損
傷
し
や
す
い
製
・
翻
刻
本
、
注
釈
書
に
関
す
る
情
報
、

一
②
毎
月
末
日
（
日
・
土
の
場
合
は
直
図
書
を
除
く
）
で
、
一
機
関
当
た
り
十
そ
の
他
研
究
情
報
一
般
に
つ
い
て
、
文
き
ま
す
。
現
在
、
利
用
申
請
受
付
一

一
前
の
金
曜
且
点
ま
た
は
十
五
冊
以
内
、
期
間
は
、
発
書
で
質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
は
、
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
陸
一
二

一
③
資
料
く
ん
蒸
期
間
（
四
月
末
～
五
送
日
及
び
返
納
日
を
含
め
て
三
十
一
日
な
お
、
当
館
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
、
図
十
分
ま
で
で
、
午
前
中
の
み
利
用
一

一
月
に
か
け
て
五
日
間
）
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
献
複
写
に
関
書
、
雑
誌
等
の
所
蔵
状
況
に
つ
い
て
は
可
能
で
す
。

一
④
年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
七
日
～
し
て
は
、
各
館
所
定
の
複
写
申
込
書
に
電
話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

一
一
月
五
且
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
日
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
サ
ー
ビ
ス
（
有
◆
新
指
定
貴
重
害

一
⑤
蔵
書
点
検
期
間
（
三
月
二
十
五
日
さ
い
。
詳
細
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
共
料
）
こ
の
た
び
、
新
た
に
次
の
資
料
が
責
一

一
～
三
月
三
十
一
且
同
利
用
の
て
ぴ
き
Ｉ
相
互
協
力
サ
ー
ビ
①
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
種
類
重
書
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
一

一
⑥
そ
の
他
ス
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
っ
て
、
当
館
の
貴
重
書
は
、
計
七
十
五
一

一
今
年
度
は
、
当
館
の
創
立
二
十
周
な
お
、
今
年
度
よ
り
、
資
料
複
写
料
ス
、
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
点
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
十
金
徴
収
猶
予
の
取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
」
（
写
）
一
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説話文学会①〒168杉並区永福l
‐9‐l明治大学和泉校舎法学部林
雅彦研究室内03-3322-3151

全国大学国語教育学会①〒673-14
兵庫県加東郡社町下久米942-l兵

庫教育大学言語系教育研究室内0795

-44-1101@10月10,llR③鳥取
大学教育学部

全国大学国瓶国文学会①〒101千
代田区猿楽町1-3-l桜楓社気付

03-3295-8774②10月31日、ll月1

日③信州大学

中古文学会①〒102千代田区三番
町6二松学舎大学文学部lxl文学科研

究室内03-3261-7406内260@10月
17,18日③愛媛大学

中世文学会①〒192-03八王子市
東中野742‐l中央大学文学部国文

学科研究室0426-74-3789@10月10
～12日③高志会館(富山県富山市）

日本演劇学会①〒169新柄区西早
稲田1-6-1早稲田大学滴劇博物

館内03-3203-4141内71-5218@11

月21日③大阪大学文学部

日本音声学会①〒110台東区東上
野3‐25‐6蒼洋社ビル5FO3-3839

-3957@10月3，4日③独協大学
日本歌謡学会①〒63O奈良市高畑
町奈良教育大学真鍋研究室内0742

-27-9153@10月24,25H③國學
院短期大学（北海道滝川市）

日本近世文学会①〒171豊島区目
白1-5-l学習院大学｢1本語日本

文学科諏紡春雄研究室内03-3986

-0221内766@11月14,15H③大
阪大学文学部

日本近代文学会①〒15611t田谷区

桜上水3‐25-4O日本大学文理学部

国文学研究室内03-3329-1151事務

取扱〒113文京区弥生2-4-16学

会センターピル日本学会事務センタ

ー内03-3817-5801@10月24,25日

③早稲IH大学文学部

日本口承文芸学会①〒ll2文京区

白山5‐28-2O東洋大学東洋学研究

所内03-3945-7483②平成5年6月

6，7日③東洋大学白ul校舎

日本国語教育学会①〒ll2文京区
大塚3-29-1日本教育研究連合会

第3研究室内03-3941-3420@8月

8，9日③筑波大学附属小･中学
校、国立教育会館虎の門ホール

社団法人日本語教育学会①〒107
港区赤坂l-8-10第9興和ビル内

03-3584-4872-3@10月3，4日
③南山大学

日本児童文学学会①〒182I淵布市
緑ケ丘1‐25白百合女子大学児童文

化研究室気付03-3326-6910②10月
24～26日③千葉大学

日本社会文学会①〒102千代田区

富士見2-17-1法政大学文学部西

田勝研究室内03-3264-9751@11月
21～23日③姫路市

日本比較文学会①〒573枚方市北

片鉾町16-1関西外国語大学阪上善

政研究室内0720-56-1721@11月20,

21日③広烏女学院大学

日本文学協会①〒170磯胤区南大

塚2-17-1003-3941-2740@11月

7，8日③東京都立大学

日本文学風土学会①〒214川崎市

多摩区東三田2-1-1専修大学文

学部国文学科内044-911-1036@11
月7，8日③二松学舎大学
日本文芸研究会①〒980仙台市青

葉区川内東北大学文学部I穂l文学研

究室内022-222-1800内2503@11月
14日③東北大学

日本文体飴学会①〒110台東区下
谷l-5-34三修社内03-3842-1711

②11月27,28日③梅光女学院大学
日本方言研究会①〒115北区西ケ

li3-9-14IKI立国語研究jﾘi気付日

本方言研究会幹事03-3900-3111T

192-03八王子市南大沢l-1東京

都立大学国語研究室内日本方言研

究会幹事0426-77-2135@10月23日
③大分大学（大分文化会館）
俳文学会①〒663西寓市戸崎町1

-13武庫川女子大学第三学舎島津忠

夫研究室内0798-67-0079@10月24
～26日③熊本女子大学

表現学会①〒73O広島市中区東千

田町l-l-89広島大学総合科学部

日本語学研究室内082-241-1221

万葉学会①〒558大阪市住古区杉本

3-3-138大阪市立大学文学部IW語国

文学羽f究室内06-605-2413-4@10月

3～6日③高岡市万葉雌史館

紫式部学会①〒230横浜市鶴見区

鶴見2-1-3鶴見大学文学部日本

文学科研究室内045-581-1001内242

②12月5日③学習院大学

和歌文学会①〒108港区三田2
-15-45慶懸義塾大学文学部国文学

研究室内03-3453-4511@10月24~

26日③慶懸義塾大学三田校舎
和漢比錘学会①〒468招古雇市天

白区高符町1302名古屋女子大学日本

文学科野崎研究室内052-801-1133

②9月26～28日③北海学隙I大学

平成4年度

秋季学会
①事務局②学会開催日③会場

解釈学会①〒lOl千代田区神田神
保町2‐46教育出版センター内03

‐3239-5438②8月21日③国文学

研究資料館

歌舞伎学会①〒169新宿区西早稲

田1-6-l早稲田大学演劇博物館

内03-3203-4141内71-5218@12月

12日③園田学園女子大学

訓点語学会①〒192-03八王子市

東中野742‐1中央大学文学部国文

一学研究室内0426-74-3789@10月23
日③大分文化会館

芸能史研究会①〒606京都市左京

区浄土寺真如町77紫雲荘6号室075

-781-8718@12月5日③早稲田

大学文学部

計量国編学会①〒167杉並区蒋福

寺2丁目東京女子大学3号館118号

室03-3395-1211内339@9月19日

③国立'五l語研究所

国語学会①〒113文京区本郷7-
3-1東京大学文学部国語研究室内

03-3812-2111@10月24,25日③

大分コンベンションセンター､大分大学

上代文学会①〒175板橋区高島平

1-9-1大東文化大学文学部日本文学

科304研究室03-3935-llll内304@

平成5年5月16～18日③lll口大学

昭和文学会①〒101千代田区猿楽
町2‐2‐5笠間書院内03-3295

-1331@10月3日③立命館大学

説話・伝承学会①〒602京都市上

一京区今出川通烏丸東入同志社大学
国文学研究室内075-251-3421②平

成5年2月23日③札幌大学
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